
　

但
東
町
は
豊
岡
市
の
へ
そ
の
よ
う
な

形
を
し
て
お
り
、
合
橋
地
域
は
出
石
町

と
福
知
山
市
に
隣
接
し
た
地
域
で
す
。

農
地
は
約
3
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、

主
に
水
稲
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
作
物
と
し
て
は
、
ピ
ー
マ
ン
、
ソ

バ
、
小
豆
、
シ
ル
ク
コ
ー
ン
な
ど
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
ピ
ー
マ
ン
は
旧
但
東
町
農

協
時
代
よ
り
但
東
の
特
産
野
菜
と
し
て

昭
和
40
年
代
よ
り
栽
培
さ
れ
長
い
歴
史

が
あ
り
、
但
馬
全
体
は
関
西
一
の
生
産

量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
合
橋
地
域
で
も

定
年
退
職
さ
れ
た
方
を
中
心
に
新
規
就

農
者
を
含
め
、
今
年
度
は
11
名
の
生
産

者
に
よ
り
約
1
1
3
0
0
本
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
但
東
町
南
尾

に
あ
る
「
J
A
但
東
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
」
が
改
修
さ
れ
、「
J
A
た
じ
ま
ピ

ー
マ
ン
選
果
施
設
」
と
し
て
６
月
よ
り

稼
働
し
て
い
ま
す
。
た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン

は
、
但
馬
を
代
表
す
る
特
産
野
菜
と
し

て
今
後
も
生
産
者
を
増
や
し
、
有
利
販

売
に
よ
り
農
家
所
得
の
増
大
を
目
指
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て

５
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
農

地
に
関
す
る
相
談
等
あ
り
ま
せ
ん
。
主

な
活
動
と
し
て
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
、
地
域
の
農
地
の
状
況
を
知
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
合
橋
地
区
の
遊

休
農
地
を
、
住
所
・
写
真
に
よ
る
図
面

を
参
考
に
担
当
地
区
の
現
況
を
少
し
ず

つ
見
て
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
進
み
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
が
、
農
家
の
方
や
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
話
し
合
い
な
が
ら
農
地
の

管
理
、
利
用
促
進
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。（推

進
委
員　

千
原　

武
敏
）

菅谷地区のため池

JAたじまピーマン選果施設

室見台地区の農地の様子

たじまピーマン

大谷委員

千原推進委員

中筋地区の農地の様子西沢委員

池畑推進委員
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中
筋
地
区
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
担
当
し
て
早
４
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
ど
う
し
て
も
農
業
の
低
迷
化
ば
か
り

が
目
立
ち
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の

中
筋
地
区
は
他
地
区
に
比
べ
て
山
地
が
少

な
く
平
地
農
業
の
た
め
、
昔
よ
り
、
野
菜

の
販
売
を
主
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
管
理
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽

培
を
主
軸
に
イ
チ
ゴ
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
・
ネ
ギ
や
軟
弱
野
菜
の
生
産
が
盛
ん
で

す
が
、
野
菜
生
産
は
兼
業
で
は
難
し
く
１

年
を
通
じ
て
専
門
的
技
術
が
必
要
と
な
る

た
め
、
生
産
農
家
は
限
定
さ
れ
ま
す
。
そ

の
忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
専
業
プ
ロ
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
若
き
新
規
就
農
者
も

増
え
て
、
遊
休
農
地
の
活
用
が
図
ら
れ
、

そ
の
努
力
・
行
動
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
各
家
庭
の
高
齢
者
も
昔
取
っ
た
杵
柄

で
野
菜
作
り
も
上
手
で
、
安
全
野
菜
を
市

場
や
地
区
に
２
か
所
あ
る
『
朝
市
』
に
出

荷
さ
れ
大
変
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

水
田
に
お
い
て
は
、
地
区
の
約
８
割
が

土
地
改
良
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、
地

区
の
専
業
農
家
の
方
や
営
農
組
合
へ
の
委

託
運
営
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
の
方
も

何
か
と
維
持
で
き
る
事
に
安
心
さ
れ
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
反
面
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
老
朽
化
に
よ
る
破
損
修
理
代
及
び
ポ

ン
プ
稼
働
に
係
る
電
気
代
の
高
騰
に
よ
り

支
出
が
多
く
な
り
、
各
土
地
改
良
組
合
に

お
い
て
嘆
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

問
題
点
・
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

少
し
で
も
生
き
た
農
地
保
全
の
た
め
、
皆

様
の
な
お
一
層
の
ご
協
力
・
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
推
進
委
員　

池
畑　

一
己
）

　

菅
谷
地
区
及
び
室
見
台
は
豊
岡
市
の
南

に
位
置
し
、
出
石
の
中
心
か
ら
八
鹿
方
面

へ
約
５
km
の
山
間
地
域
で
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
早

く
も
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
毎
年
７
月

に
出
石
南
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

遊
休
農
地
の
確
認
、
11
月
に
利
用
意
向
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
中
で
は
農
業
者

が
少
な
く
役
員
も
大
変
で
す
が
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
取
り
組
み
、
遊

休
農
地
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

菅
谷
地
区
は
山
間
地
で
農
地
が
狭
く
、

獣
害
が
ひ
ど
い
等
の
問
題
が
あ
り
、
遊
休

農
地
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
た
め

池
が
４
か
所
あ
り
、
中
で
も
観
音
寺
た
め

池
は
貯
水
量
が
10
万
立
方
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
但
馬
で
1
番
大
き
な
た
め
池
で
す
。

本
年
は
雨
が
少
な
く
数
回
の
放
水
に
よ

り
、
水
稲
も
順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
水
害

に
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

室
見
台
は
、農
地
面
積
64
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

１
区
画
1
2
0
ア
ー
ル
の
大
き
な
圃
場

で
す
。
用
排
水
は
農
道
の
下
に
あ
り
、
水

路
が
見
え
ま
せ
ん
。
民
家
、
工
場
が
無
く

獣
害
対
策
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
農
地
集
約
化
も
進
み
、
遊
休
農
地
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
く
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
記

念
碑
、
鶴
山
が
あ
り
室
見
台
が
一
望
で
き

ま
す
。
1
0
0
年
前
に
は
茶
店
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
人
が
見
学
に
来
ら
れ
た
と
、

祖
母
か
ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
み
ま
す
が
、当
地
区
で
は
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
、
農
地
バ

ン
ク
、
野
生
動
物
共
生
林
整
備
等
の
計
画

を
協
議
中
で
す
。
近
年
、
直
売
所
に
花
、

野
菜
等
を
出
荷
す
る
女
性
の
生
産
者
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
コ
ン
バ
イ
ン
で
稲
刈
り

さ
れ
て
い
る
女
性
の
姿
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
若
い
担
い
手
農
家
が
規
模
拡
大
し

や
す
い
農
業
、
ド
ロ
ー
ン
、
Z
―
G
I
S

等
の
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入
し
、
持
続
可

能
な
営
農
体
系
、
魅
力
あ
る
地
域
の
農
業

の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

（
推
進
委
員　

杉
本　

武
己
） 井谷委員

杉本推進委員
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頑張ってます！農地利用最適化推進活動　No.16

農地の売買・贈与・転用等をする場合、農地法の許可が必要です。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、総会の開催を延期し、農地法許可まで時間を要す
る場合があります。

農地法許可申請（届出）受付日
申請受付は、毎月１日から５日です。
最終日の５日が休業日の場合は翌開庁日
年 月 許可申請（届出）受付日

2
0
2
4

１月 ４日㈭、５日㈮

２月 １日㈭、２日㈮、５日㈪

３月 １日㈮、４日㈪、５日㈫

４月 １日㈪、２日㈫、３日㈬、４日㈭、５日㈮

５月 １日㈬、２日㈭、７日㈫

６月 ３日㈪、４日㈫、５日㈬

農地法許可申請の種類及び許可までの期間
【申請受理から許可まで約１か月】
　・�農地法第３条…農地を耕作目的で権利移動（売

買、賃借等）
　・非農地証明申請、農地改良届（農地の形状変更）
【申請受理から許可まで約2か月】
　・�農地法第４条…農地を農地以外へ転用（権利移

動伴わない）　　　　
　・�農地法第５条…農地を農地以外へ転用（権利移

動伴う）
　※�申請書の様式：農地法第３条は豊岡市のホーム

ページ、農地法第４条、第５条は兵庫県のホー
ムページにあります。

　農地法の適用対象となる「農地」とは、耕作の目的に供される土地と定義されています。（農地法
第２条第１項）土地登記簿上の地目が田・畑ならもちろんですが、宅地等、農地以外でも、土地の
現況が農地の場合、権利移動や農地転用するときは、農地法の許可を受ける必要があります。


